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糖
尿
病
医
療
が
崩
壊
の
危
機
に
あ
る

埼
玉
県
利
根
医
療
圏
に
お
い
て
、
当
セ

ン
タ
ー
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
住
民
を

主
体
と
し
た
対
話
と
支
え
合
い
に
よ
る

医
療
」を
実
現
し
、
糖
尿
病
地
域
医
療

を
再
生
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
３
回

で
は
、
引
き
続
き
基
本
方
策
を
紹
介
し

な
が
ら
、
そ
こ
で
生
じ
た
新
た
な
課
題

を
提
示
す
る
。

地
域
医
療
の
再
生
に
は
、
地
域
で
活

躍
す
る
数
多
く
の
医
療
関
係
者
と
の
協

働
が
肝
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
医

療
の
現
場
で
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的

な
こ
と
さ
え
意
外
と
難
し
い
。

当
セ
ン
タ
ー
が
め
ざ
す「
地
域
完
結

型
医
療
」の
実
現
に
は
、
数
多
く
の
障

壁
が
存
在
す
る
。な
か
で
も「
セ
ク
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」の
問
題
ほ
ど
根
が
深
く
解

決
が
難
し
い
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。

セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
、
集
団
や

組
織
内
外
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
が
互
い
に

協
力
し
合
う
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
が

保
持
す
る
権
限
や
利
害
に
こ
だ
わ
り
、

外
部
か
ら
の
干
渉
を
排
除
し
よ
う
と
す

る
排
他
的
傾
向
の
こ
と
だ
。た
と
え
ば
、

法
律
や
制
度
な
ど
の
行
政
の
壁
、
組
織

や
施
設
間
の
壁
、
医
療
者
と
住
民
間
の

透
析
医
療
だ
け
で
約
60
億
円
の
医
療
費

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

ま
ま
推
移
し
て
い
け
ば
13
年
に
は
、

72
・
５
億
円
に
ま
で
膨
れ
上
が
る
と
推

定
さ
れ
る
。
こ
の
金
額
を
利
根
医
療
圏

の
住
民
で
等
し
く
分
配
し
た
と
仮
定
す

る
と
、
単
純
計
算
で
住
民
一
人
当
た
り

年
間
約
１
万
２
０
０
０
円
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
は
、
疾
病

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、現
在
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
千
葉
県
立
東
金
病
院

の
平
井
愛
山
先
生
が
提
唱
す
る
新
し
い

疾
病
管
理
シ
ス
テ
ム「
日
本
版Regi-

onal EH
R

」を
整
備
す
る
た
め
の
準

備
を
行
っ
て
い
る
。

利
根
医
療
圏
の
医
師
不
足
は
、
深
刻

な
状
況
に
あ
る
。
一
方
、
著
者
も
利
根

医
療
圏
の
地
域
医
療
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
先
生
も
、
当
然
年
を
と
っ

て
い
く
。
現
存
す
る「
戦
力
」の
10
年
後

を
想
像
す
る
と
背
筋
が
凍
る
。
し
か
し

医
療
の
現
場
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実

か
ら
目
を
そ
ら
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
。

た
と
え
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
て
も
、
新
た
な
人
材
の
獲
得
や
育

壁
、
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
間
の

壁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
住
民
を
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
犠
牲
者
に
し
て
は
い

け
な
い
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
中
間
団
体

と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
、
地
域

の
医
療
者
が
協
働
す
る
こ
と
で
、「
壁
」

を「
乗
り
越
え
て
」い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

現
在
、
わ
が
国
の
透
析
患
者
数
は
約

26
万
人
で
あ
り
、
日
本
人
の
４
８
３
人

に
１
人
が
透
析
患
者
と
い
う
計
算
に
な

る
。
日
本
透
析
医
学
会
の
調
査
に
よ
る

と
、
埼
玉
県
は
全
国
で
５
番
目
に
慢
性

透
析
患
者
数
が
多
い
地
域
で
あ
る
。

フ
ェ
ル
ミ
推
定
を
用
い
た
当
セ
ン
タ
ー

の
概
算
で
は
、
利
根
医
療
圏（
人
口
約

60
万
人
）に
は
約
１
２
０
０
人
の
維
持

透
析
患
者
が
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

透
析
療
法
は
患
者
の
生
活
の
質
を
大

き
く
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

医
療
経
済
へ
の
影
響
も
深
刻
だ
。
２
０ 

０
８
年
度
は
、
約
１
８
０
人
の
新
規
透

析
導
入
患
者
が
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

し
か
も
、
新
規
透
析
導
入
患
者
数
は
、

毎
年
約
50
人
ず
つ
純
増
し
て
い
る
。

わ
が
国
の
透
析
医
療
は
全
額
公
費
負

担
で
あ
り
、
現
在
、
利
根
医
療
圏
で
は
、

成
な
く
し
て
は
、
将
来
の
地
域
医
療
の

先
細
り
は
目
に
見
え
て
い
る
。

❶ 

臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備

こ
う
し
た
医
師
不
足
の
問
題
に
対
し
、

千
葉
県
で
は
複
数
の
県
立
病
院
が
連
携

し
て
専
門
医
を
育
て
る
試
み
を
行 

っ
て
い
る
。
一
つ
の
施
設
で
は
困
難
な

臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
複
数
の
病
院

が
連
携
し
な
が
ら
整
え
た
先
進
的
な
試

み
で
あ
る
。
当
医
療
圏
に
お
い
て
も
こ

う
し
た
試
み
を
モ
デ
ル
に
、
専
門
医
を

育
て
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
利
根
医
療
圏
内
の
複
数
の
病
院

で
協
力
し
、
臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
た
め
の
準
備
を
始
め
て
い
る
。

❷ 

実
地
医
家
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

糖
尿
病
地
域
医
療
の
再
生
に
は
、
診

療
の
中
心
を
病
院
か
ら
診
療
所
へ
移
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
実
現
す

る
に
は
、
糖
尿
病
を
専
門
と
さ
れ
て
い

な
い
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を
担
う
実
地
医

家
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
不
可
欠
だ
。

２
０
０
５
年
、
日
本
糖
尿
病
対
策
推

進
会
議
は
、
地
域
の
実
地
医
家（
開
業

医
）を
対
象
と
し
た
糖
尿
病
診
療
研
修

制
度
、「
登
録
医
・
療
養
指
導
医
制
度
」

を
整
備
し
た
。
し
か
し
、
09
年
現
在
、

埼
玉
県
の
登
録
医
数
は
10
人
、
療
養
指

導
医
数
は
32
人
と
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
標
準
化
さ
れ
た
糖

尿
病
診
療
マ
ニ
ュ
ア
ル「
Ｓ
Ｄ
Ｍ 

２
０ 

０
８
」を
教
材
と
し
た
技
術
移
転
の
た

め
の
講
習
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ

と
で
、
登
録
医
と
療
養
指
導
医
の
育
成

を
行
っ
て
い
る
。

❸ 

地
域
糖
尿
病
療
養
指
導
士
制
度

全
国
に
は
、
地
域
の
糖
尿
病
診
療
を

支
え
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
に
地
域
糖
尿
病
療
養
指
導
士

認
定
制
度
を
用
い
て
い
る
地
域
が
あ

る
。
し
か
し
、わ
れ
わ
れ
が
知
る
限
り
、

埼
玉
県
内
で
同
制
度
を
導
入
し
て
い
る

地
域
は
な
い
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

の
認
定
制
度
を
10
年
度
内
に
運
用
開
始

す
る
こ
と
を
目
標
に
制
度
設
計
や
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
の
準
備
を

行
っ
て
い
る
。

❹ 

企
業
間
連
携
が
支
え
る
人
材
育
成

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
利
根
医
療
圏
内

で
糖
尿
病
登
録
医
や
療
養
指
導
医
の
更

新
に
必
要
な
単
位
を
取
得
で
き
る
講
習

会
を
増
や
す
よ
う
に
呼
び
か
け
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
現
在
６
社
の
製
薬
会

社
が
取
り
組
み
に
賛
同
し
て
く
だ
さ

り
、
企
業
間
で
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

計
画
的
に
講
習
会
を
開
催
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
利
根
医
療

圏
の
人
材
育
成
は
、
地
域
の
医
療
機
関

と
企
業
と
の
協
働
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

現
在
は
人
が
入
れ
替
わ
り
な
が
ら
、

そ
し
て
時
代
と
と
も
に
形
を
変
え
て

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
遂
行
を
継
続
で
き
る
よ

う
に「
地
域
医
療
の
カ
リ
ス
マ
」が
不
要

な
組
織
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
。

糖
尿
病
の
地
域
医
療
に
お
い
て
、
先

進
的
な
組
織
づ
く
り
の
試
み
を
行
っ
て

い
る
団
体
の
一
つ
に
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

西
東
京
臨
床
糖
尿
病
研
究
会
」が
あ
る
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
同
研
究
会
を
モ
デ
ル

と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
を
10
年
度

に
予
定
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
透
明
性
や
継

続
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
協
働
の
た
め

の
場
を
地
域
へ
提
供
で
き
る
と
期
待
し

て
い
る
。

３
号
連
載
で
当
セ
ン
タ
ー
の
試
み
を

紹
介
し
た
。
こ
の
試
み
は
、
全
国
の
先

進
的
な
モ
デ
ル
を
当
医
療
圏
の
身
の
丈

に
合
う
よ
う
に
少
し
ず
つ
ア
レ
ン
ジ
を

加
え
な
が
ら
取
り
入
れ
た
基
本
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
経
験

を
、
他
の
地
域
で
役
立
て
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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DATA
表　�糖尿病地域医療再生に向けた�

6つの基本方策
①ヒューマンネットワークの構築
②地域連携システムの構築
③地域協働のための仕組みづくり
④疾病管理システムの構築
⑤地域医療を支える人材の育成
⑥事業継続のための仕組みづくり

部 門 別 マ ネ ジ メ ン ト

診療部門
地域の糖尿病医療再生に向けたネットワークづくり ● 第3回

糖尿病地域医療再生へ向けた
6つの基本方策Part.2
社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス 東埼玉総合病院 代謝内分泌科・地域糖尿病センター  

中野智紀

部門別マネジメント ◎ 診療部門
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地
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の
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策
４

	

疾
病
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築

■ 

基
本
方
策
５

	

地
域
医
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を
支
え
る
人
材
の
育
成

■ 

基
本
方
策
６

	

事
業
継
続
の
た
め
の
仕
組
み
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く
り

当
連
載
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
感
想
な
ど
はt_nakano@

jin-ai.or.jp

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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